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幕末日本見聞記

は
し
が
き

一
　
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
派
遣
事
情

一
　
帰
国
後
の
千
々
石
弥
解
瑠
の
動
静

一
　
千
々
石
は
な
ぜ
棄
教
し
た
の
か

一
　
遣
欧
使
節
の
文
化
史
的
意
義

一
　
伊
東
満
所
と
千
々
石
弥
解
瑠
の
墓

あ
と
が
き

は
し
が
き

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
に
ス
ペ
イ
ン
の
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
（
一
五
〇
六
〜
五
三
）
が
来
日
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
て
三
十
年
後

―
天
正
七
年

（
一
五
七
九
）
ご
ろ
の
わ
が
国
の
キ
リ
シ
タ
ン
改
宗
者
の
総
数
は
約
十
五
万
、
全
国
の
教
会
堂
の
数
は
二
百
ヶ
所
、
パ
ー
ド
レ
（
司
祭
）
と
イ
ル
マ
ウ
ン
（
修
道
僧

―
司

祭
の
下
に
位
置
）
の
数
は
八
十
余
人（

1
）、

イ
エ
ズ
ス
会
の
施
設
（
会
堂
、
住
院
な
ど
）
で
養
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
者
の
数
は
五
百
人
に
達
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
隆
盛
を
よ
そ
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
事
業
を
維
持
し
て
ゆ
く
に
は
、
資
金
が
欠
乏
し
て
お
り
、
法
王
か
ら
の
寄
附
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

っ
た
。
こ
の
や
っ
か
い
な
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
物
質
的
な
援
助
が
不
可
欠
で
あ
っ
た（

2
）。

天
正
十
年
正
月
二
十
八
日
（
一
五
八
二
・
二
・
二
〇
）、
九
州
の
三
侯

―
大
友
・
有
馬
・
大
村
の
三
氏
の
代
表
者
四
名
が
、
ロ
ー
マ
法
王
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た
。
い

宮

永

　

孝

背
教
者

　
　
千ち

ぢ々

石わ

弥ミ

解ゲ

瑠ル
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ま
で
こ
そ
だ
れ
で
も
容
易
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
お
よ
そ
四
百
数
十
年
ま
え
、
極
東
の
小
島
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に（

3
）赴

く
こ
と
は
破
天
荒
の
試

み
で
あ
り
、
こ
の
四
人
こ
そ
日
本
最
初
の
渡
欧
者
で
あ
っ
た
。

俗
に
天
正
少
年
使
節
と
か
天
正
遣
欧
使
節
と
呼
ば
れ
た
四
名
の
氏
名
と
出
自
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

正
使
…
…
…
…
…
伊
東
満マ

ン
シ
ョ所（
4
）

（
一
五
七
〇
？
〜
一
六
一
二
）
日
向
の
都と

於の

郡こ
お
りの

出
身
。
大
友
宗
麟
（
一
五
三
〇
〜
八
七
）
の
姪
の
子
の
従
兄（

5
）。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
でD

ド

ン

om
 M

マ
ン
シ
ョ

ancio 

と
い
う
。D

om

は
王
や
貴
人
の
名
の
前
に
つ
け
る
尊
称
。

副
使
…
…
…
…
…
千ち

ぢ々

石わ

弥ミ

解ゲ

瑠ル

（
一
五
六
九
？
〜
一
六
三
三
）
千
々
石
清
佐
衛
門
直な

お
か
ず員

の
こ
と
。
大
村
純
忠
の
甥
、
有
馬
鎮し

げ
た
か貴

の
従じ

ゅ
て
い弟

に
あ
た
る
。
島
原
半
島
の
高
来
郡
千
々

石
町
の
釜か

ま
ぶ
た蓋

城
で
千
々
石
直な

お
か
ず員

の
子
と
し
て
生
ま
れ
た（

6
）。

の
ち
イ
エ
ズ
ス
会
を
脱
会
し
、
大
村
喜
前
に
仕
え
た
。D

om
 M

iguel

。

随
員
…
…
…
…
…
原
丸マ

ル

知チ

野ノ

（
一
五
六
八
〜
一
六
二
九
）
大
村
領
波
佐
見
村
の
出
身
。
大
村
純
忠
の
義
兄
弟
、
原
中な

か

務つ
か
さの

息
子
。D

om
 M

artinho

。
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）

マ
カ
オ
で
病
死
。

随
員
…
…
…
…
…
中
浦
寿ジ

ュ

理リ

安ア
ン

（
一
五
六
九
？
〜
一
六
三
三
）
大
村
領
中
浦
の
出
身
。
寛
永
十
年
九
月
十
九
日
（
一
六
三
三
・
一
〇
・
二
一
）
助
祭
を
へ
て
司
祭
に
叙
せ
ら
れ
た

が
、
長
崎
の
西
坂
に
お
い
て
“
穴
吊
り
”
の
責
苦
を
う
け
殉
教
し
た（

7
）。D

om
 Juliam

 [Juliano]

。

こ
の
空
前
の
大
旅
行
を
立
案
し
た
の
は
だ
れ
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
使
節
派
遣
の
こ
と
を
発
意
し
た
の
は
、
ナ
ポ
リ
王
国
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ

ニ
ヤ
ー
ノ
（
一
五
三
九
〜
一
六
〇
六
、
マ
カ
オ
で
没
）
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
巡
察
師
と
し
て
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
マ
カ
オ
よ
り
古
参
で
博
学
の
ロ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
師
と
オ
リ
ヴ
ェ
リ
オ
修
道
士
を
と
も
な

い（
8
）、

島
原
半
島
南
端
の
港

―
口く

ち

之の

津つ

（
現
・
長
崎
県
南
東
部
）
に
や
っ
て
来
た
。
巡
察
師
と
い
う
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
総
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
各
地
の
布
教
状
態
を
視

察
し
報
告
し
た
り（

9
）、

イ
エ
ズ
ス
会
士
と
総
長
と
の
パ
イ
プ
を
つ
な
ぐ
任
務
を
負
っ
た
神
父
で
あ
っ
た
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
の
日
本
の
第
一
印
象
は
、
ま
っ
た
く
異
質
な
世
界
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
の
布
教
が
期
待
し
た
と
お
り
に
お
こ
な
わ
れ
ず
、
ま
っ
た
く
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誤
っ
た
方
法
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
心
を
痛
め
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
宣
教
師
た
ち
が
、
日
本
語
に
通
じ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た（

10
）。

言
語
が
不
通
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
と
の
意
志
の
疎
通
が
よ
く
と
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
当
時
、
日
本
布
教
長
の
地
位
に
あ
っ
た
の
は
カ
プ
ラ
ー
ル
神
父
で
あ
っ
た

が
、
同
人
と
日
本
人
の
宣
教
師
、
信
者
ら
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
。

カ
プ
ラ
ー
ル
は
、
日
本
人
を
低
級
な
人
間
と
み
な
し
、
日
本
修
道
士
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
修
道
士
を
同
一
に
扱
わ
な
か
っ
た
。
食
事
や
睡
眠
、
衣
服
を
異
ら
し
め
た
。
ヨ
ー
ロ

千々石弥解瑠　Dom Miguel 伊東満所　Dom Mancio

原丸知野　Dom Martinho 中浦寿理安　Dom Juliam

教皇グレゴリオ13世より贈られた短衣を着た四使節。（La Première Ambassade du Japon 
en Europe 1582-1592, Sophia University, 1942）より。
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ッ
パ
人
の
会
話
が
わ
か
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
、
ラ
テ
ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
学
習
を
許
さ
な

か
っ
た
。
の
ち
に
カ
プ
ラ
ー
ル
神
父
は
失
脚
し
、
コ
エ
リ
ヨ
神
父
が
そ
の
後
任
と
な
る
や
、
日
本

人
と
の
信
頼
回
復
に
つ
と
め
た
。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
日
本
の
布
教
を
、
日
本
事
情
に
通
じ
た
日
本
人
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
、

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
北
有
馬
に
神セ

ミ
ナ
リ
オ

学
校
の
建
設
を
は
じ
め
た
。

の
ち
に
少
年
使
節
と
し
て
渡
欧
す
る
伊
東
満
所
は
、
こ
の
学
校
に
入
学
し
た（

11
）。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
の
野
望
は
、
極
東
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
国（

12
）を

つ
く
る
こ
と
に
あ
り
、
目
的
の

完
遂
に
う
む
こ
と
は
な
か
っ
た
（
Ｊ
・
Ｍ
・
プ
ラ
ガ
）。

一
　
天
正
少
年
使
節
の
派
遣
事
情

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
使
節
を
派
遣
す
る
計
画
を
立
て
た
の
は
、
長
崎
を
出
帆
す
る

一
ヵ
月
半
ほ
ど
前
の
こ
と
ら
し
い
（
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
『
日
本
巡
察
記
』）。
使
節
を
送
り
だ
す
理
由

で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
大
き
な
目
的
は
、
日
本
人
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
実
見

さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
が
た
味（

13
）を

知
ら
せ
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
親
し
く
日
本
人
を
み
せ
、

日
本
布
教
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
く
に
ロ
ー
マ
法
皇
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン

王
な
ど
に
、
日
本
の
公
子
の
口
か
ら
経
済
的
援
助
を
請
わ
し
め
れ
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
事
業
が
容
易
に
な
る
可
能
性
が
期
待
で
き
た
。

ま
た
少
年
使
節
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
聞
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
西
欧
文
化
を
移
植
さ
せ
る
基
礎
を
つ
く
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
す
る
社
会
的
、
文
化
的
基

盤
を
形
成（

14
）す

る
に
あ
っ
た
。

要
す
る
に
一
方
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
や
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
に
日
本
人
を
見
せ
、
日
本
の
教
化
に
努
め
さ
す
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
ロ
ー
マ
教
会
の
す
ば
ら

し
さ
、
諸
侯
の
勢
力
や
威
厳
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の
広
が
り
な
ど
を
実
見
し
た
使
節
ら
に
、
帰
国
後
同
胞
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
語
ら
し
め
る
に
あ
っ
た
（Le R

. P. de 

C
rasset: H

istoire de L

’Eglise du Japon, tom
e prem

ier, 1689, p.440

）。

以
上
の
理
由
か
ら
、
遣
使
に
は
あ
り
ふ
れ
た
者
で
は
な
く
、
身
分
の
高
い
者
、
大
名
の
近
親
が
そ
の
適
任
で
あ
っ
た
。
ま
た
使
節
は
長
途
の
航
海
や
気
候
風
土
の
変
化
に

アレッサンドロ・ヴァリヤーノ
（1539～1606）の肖像。

イエズス会のメスキッタ神父。
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も
耐
え
う
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
年
長
の
日
本
人
は
不
適
格
で
あ
り
、
少
年
に
限
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
大
村
純
忠
や
有
馬
鎮
貴
と
何
度
も
逢
っ
て
い
る
か
ら
、
遣
使
の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
こ
と
は
た
し
か
な
よ
う
で
あ
る
が
、
大
友
宗
麟
に
至
っ
て
は
、

遠
縁
の
伊
東
満
所
の
こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら
ず
、
か
れ
が
携
え
た
書
状
を
書
か
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
（『
日
本
巡
察
記
』）。
け
っ
き
ょ
く
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
大
友
、
大
村
、
有
馬
ら
三
侯
の
縁
者
か
ら
使
節
四
名
を
、
さ
ら
に
日
本
語
教
師
ジ
ョ
ル
ジ
・
ロ
ヨ
ラ
（
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
っ
た
最
初
の
日
本
人
、
一
五

六
〇
年
肺
結
核
に
よ
り
マ
カ
オ
で
病
死
）、
通
訳
と
し
て
日
本
語
を
能
く
す
る
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ッ
タ
（
一
六
一
四
［
慶
長
一
九
］
一
一
・
四

―
十
善
寺
浜
の
小

屋
で
死
亡
）、
他
に
氏
名
不
詳
の
従
者
二
名
、
計
八
名
え
ら
ん
だ
。
一
行
は
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
を
案
内
人
と
し
て
、
天
正
十
年
正
月
十
八
日
（
一
五
八
二
・ 

二
・
二
〇
）
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
イ
グ
ナ
シ
ヨ
・
リ
マ
の
帆
船
に
乗
り
長
崎
を
出
帆
し
た
。

帰
国
し
た
の
は
、
天
正
十
八
年
七
月
二
十
一
日
（
一
五
九
〇
・
八
・
二
〇
）
の
こ
と
で
あ
り
、
八
年
半
ぶ
り
に
故

国
に
帰
っ
た
と
き
、
十
代
の
子
ど
も
は
二
十
三
、
四
歳
の
青
年
に
な
っ
て
い
た
。

往
還
の
主
な
る
旅
程
を
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
に
伴
な
わ
れ
た
少
年
使
節
ら
は
、
長

崎
を
出
帆
す
る
と
き
、
同
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
ら
は
皆
こ
れ
を
見
送
っ
た
（『
ダ
ニ
エ
ル
ロ
・
バ
ル
ト
リ
編
ヤ
ソ
会
史

―
ア
ジ
ア

　
第
二
部

日
　
本

　
第
一
編
』）。

一
五
八
二
・
二
・
二
〇
（
火
）

（
天
正
10
・
1
・
18
）

…
…
…
長
崎
を
出
帆
。

　
　
　
　
　
三
・
九
（
土
）
…
…
…
…
マ
カ
オ
に
到
着
。
長
崎
出
帆
後
の
二
日
間
は
快
適
な
航
海
で
あ
っ
た
が
、
や

が
て
暴
風
に
遭
い
、
食
物
を
摂
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
苦
難
は
五
日
間

つ
づ
い
た
。
こ
の
間
、
一
瞬
も
眼
を
と
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
や
が

て
嵐
が
お
さ
ま
っ
た
。
マ
カ
オ
で
は
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
学
院
に
約
十
ヵ
月
滞
在

し
、
こ
の
間
に
ラ
テ
ン
語
・
日
本
文
字
・
声
楽
・
楽
器
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
　
　
　
一
二
・
三
一
…
…
…
…
…
…
同
地
を
出
帆
。

一
五
八
三
・
一
・
二
七
…
…
…
…
…
…
マ
ラ
ッ
カ
に
到
着
。

17世紀の大型の帆船（nau）の図。使節一行はこのような船に乗って渡欧した。
（岡本良知著『天正

14年大阪城謁見記』）より。
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司
教
、
知
事
お
よ
び
市
当
局
の
厚
い
待
遇
を
う
け
た
。

　
　
　
　
　
二
・
四
…
…
…
…
…
…
…
同
地
を
出
帆
。
暑
気
と
無
風
の
た
め
、
イ
ン
ド
洋
を
横
断
す
る
こ
と
に
難
儀
し
た
。
乗
客
の
中
か
ら
病
人
が
出
た
。
伊
東
満
所
は
熱
病
と

赤
痢
に
か
か
っ
た
。
メ
ス
キ
ッ
タ
も
高
熱
に
悩
ま
さ
れ
た
。
水
も
乏
し
く
な
り
、
船
長
み
ず
か
ら
乗
組
員
に
少
量
づ
つ
分
配
し
た
。

　
セ
イ
ロ
ン
島
の
南
方
を
通
過
し
た
が
、
同
島
に
は
寄
港
し
な
か
っ
た
。
航
海
士
が
航
路
を
誤
っ
た
た
め
に
ト
リ
シ
ャ
ン
デ
ュ
ー
ル

T
richandur

で
船
を
す
て
、
陸
路
キ
ロ
ンQ

uilon

へ
む
か
っ
た

　（
三
・
三
一
）。

　
　
　
　
　
四
・
五（

15
）…

…
…
…
…
…
…
コ
ー
チ
ン
（
イ
ン
ド
南
部
の
港
町
）
に
到
着
。

　
　
　
　
　
四
・
七
…
…
…
…
…
…
…
ト
リ
シ
ャ
ン
デ
ュ
ー
ル
で
す
て
た
船
、
コ
ー
チ
ン
に
廻
航
さ
れ
た
。

　
コ
ー
チ
ン
に
は
九
月
末
ま
で
滞
在
し
、
こ
の
間
に
使
節
ら
は
学
課
を
つ
づ
け
た
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
使
節
一
行
が
コ
ー
チ
ン
に
滞
在

し
て
い
る
こ
と
を
イ
ン
ド
副
王
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
ス
カ
レ
ニ
ヤ
ス
に
伝
え
た
。

　
　
　
　
一
〇
月
上
旬
…
…
…
…
…
…
同
地
を
出
帆
。

　
　
　
　
一
〇
月
中
旬
…
…
…
…
…
…
八
日
間
の
航
海
の
の
ち
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
ー
マ（

16
）と

も
い
う
べ
き
ゴ
ア
（
イ
ン
ド
南
西
部
の
港
町
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
洋
貿
易
の
拠

点
）
に
到
着
し
た
。

ゴ
ア
に
到
着
し
た
の
ち
、
使
節
一
行
は
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
学コ

レ
ジ
オ院

の
神
父
や
イ
ル
マ
ウ
ン
、
イ
ン
ド
副
王
ら
か
ら
大
歓
迎
を
う
け
た
。
一
行
が

こ
の
港
町
に
到
着
し
た
と
き
、
す
で
に
悲
し
む
べ
き
知
ら
せ
が
届
い
て
い
た
。

　
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
こ
ん
ど
イ
エ
ズ
ス
会
の
総
長
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
の
命
に
よ
り
、
イ
ン
ド
管
区
長
に
任
じ
ら
れ
、

当
地
に
残
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
に
代
わ
っ
て
使
節
一
行
に
同
行
す
る
の
は
、
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
学
院
の
神
父
ヌ
ニ
ョ
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
に
決
っ
た
。

　
　
　
　
　
一
二
月
中
旬
…
…
…
…
…
サ
ン
・
イ
ア
ゴ
号
に
て
同
地
を
出
帆
。

一
五
八
四
・
一
月
初
旬
…
…
…
…
…
…
コ
ー
チ
ン
に
到
着
。

　
　
　
　
　
二
・
二
〇
…
…
…
…
…
…
サ
ン
チ
ア
ゴ
号
で
同
地
を
出
帆
。
コ
ー
チ
ン
出
帆
後
、
数
日
の
あ
い
だ
快
走
し
た
。
が
、
浸
水
箇
所
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
孔
口
を
ふ
さ
が

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
神
父
ら
が
毎
日
、
聖サ

ン
ト
ス人

の
連れ

ん
と
う禱

を
唱
じ
て
い
る
間
、
使
節
ら
は
ラ
テ
ン
語
を
学
ん
だ
。
か
れ
ら
は
毎
日
三
時
間
娯

楽
に
興
じ
、
そ
の
他
の
多
く
の
時
間
を
、
日
本
語
の
読
み
書
き
と
ラ
テ
ン
語
の
学
習
に
費
や
し
た
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
聖
マ
テ
ウ
ス
の

福エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
ー
リ
ヨ

音
を
読
ん
で
や
る
と
、
使
節
ら
は
そ
れ
を
熱
心
に
聴
き
、
気
に
入
っ
た
箇
所
を
暗
記
し
た
。

　
わ
ず
か
の
間
に
ラ
テ
ン
語
に
著
し
い
進
歩
を
な
し
た
の
は
伊
東
満
所
と
原
丸
知
野
で
あ
っ
た
。
両
者
は
ラ
テ
ン
語
で
演オ

ラ
サ
ウ
ン

説
文
を
つ
く
っ
た（

17
）。
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マカオのサン・パウロ教会と附属の建物。現在、左右の建物はない。

1829年当時のゴアの図。

「サン・パウロ教会」の正面。この教会は1541
年にイエズス会の神父らによって建立された。

（Alberto C.Germano da Silva Correia: La 
V ieille-Goa,1931）より。

1830年代のセント・ヘレナ島の図。（筆者蔵）
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五
・
一
〇
…
…
…
…
…
…
喜
望
峰
を
通
過
。

　
　
　
　
　
五
・
二
七
…
…
…
…
…
…
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
に
到
着
。
島
に
達
す
る
と
、
他
に
一
隻
の
船
も
な
か
っ
た
の

で
、
皆
々
さ
み
し
い
お
も
い
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
島
に
は
十
一
日
間
停
泊

し
、
水
と
魚
を
補
給
し
た
。
使
節
ら
は
娯
楽
と
し
て
毎
日
甲
板
か
ら
釣
を
し
た
が
、

魚
影
が
濃
く
、
た
く
さ
ん
魚
が
つ
れ
た
。
獲
物
の
魚
が
あ
ま
り
に
も
多
い
た
め
、

食
傷
気
味
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
六
・
六
…
…
…
…
…
…
…
同
島
を
出
帆
。

　
　
　
　
　
八
・
一
一
…
…
…
…
…
…
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ズ
ボ
ー
ア
（
リ
ス
ボ
ン
）
に
到
着
。
人
目
を
避
け
て
夕
方
上
陸

す
る
と
、
サ
ン
・
ロ
ー
ケ
修カ

ー
ザ舎

（
修
道
院
）
に
入
り
、
こ
こ
を
旅
宿
と
し
た
。
テ

ー
ジ
ョ
川
の
右
岸
に
位
置
す
る
リ
ズ
ボ
ー
ア
の
都
市
は
、
甲
板
か
ら
は
じ
め
て
見

る
日
本
少
年
に
と
っ
て
、
驚
嘆
と
歓
喜
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
数
日
間
、

長
途
の
旅
の
つ
か
れ
を
い
や
し
た
の
ち
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
は
じ
め
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
大
司
教
な
る
枢
機
卿け

い

ア
ル
ベ
ル
ト
や
リ
ズ
ボ
ー
ア
の
大
司
教
な
ど
の
謁
見

を
う
け
た
。

ま
た
諸
処
方
々
に
あ
る
修
道
院
を
訪
問
し
た
。

　
つ
い
で
エ
ス
パ
ニ
ヤ
に
入
り
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
王
宮
に
お
い
て
国
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
の
謁
見
を
う
け
、
こ
の
と
き
日
本
か
ら
持
参
し

た
三
侯
の
書
状
を
奉
呈
し
た
（
一
一
・
一
四
）。

一
五
八
五
・
二
・
七
…
…
…
…
…
…
…
ア
リ
カ
ン
テ
（
マ
ド
リ
ッ
ド
の
南
東
三
六
〇
キ
ロ
、
地
中
海
の
港
町
）
を
出
帆
。

　
　
　
　
　
三
・
一
…
…
…
…
…
…
…
イ
タ
リ
ア
の
リ
ボ
ル
ノ
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
西
南
西
八
〇
キ
ロ
、
リ
グ
ー
リ
ア
海
に
臨
む
港
町
）
に
到
着
し
た
。
翌
日
ピ
サ
（
イ
タ
リ
ア

中
西
部
）
に
お
も
む
き
、
大
司
教
座
聖
堂
を
訪
れ
、
夜
は
ト
ス
カ
ナ
大
公
お
よ
び
公
妃
を
訪
問
し
た
。
の
ち
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
も
む
き

諸
処
を
訪
れ
、
シ
エ
ナ
、
カ
プ
ラ
ロ
ー
ラ
を
経
て
ロ
ー
マ
に
む
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
三
・
二
二
（
金
）

（
天
正
13
・
2
・
21
）

…
…
…
夜
、
ロ
ー
マ
に
到
着
。

　
全
行
程
二
万
一
千
マ
イ
ル
、
日
本
を
出
帆
し
て
以
来
、
約
三
年
一
ヵ
月
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
使
節
ら
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
舎
で
総
長

に
謁
見
し
、
同
所
に
宿
泊
し
た
。

エボラの町の図。（Biblioteca de Evora蔵）
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三
・
二
三
…
…
…
…
…
…
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
サ
ラ
・
レ
ジ
ア
で
教
皇
の
公
式
謁
見
を
う
け
る
た
め
に
大
行
列
を
も
っ
て
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
に
む
か
っ
た
。
中
浦
寿

理
安
は
高
熱
の
た
め
、
儀
式
に
参
列
し
な
か
っ
た
。
謁
見
式
に
お
い
て
、
伊
東
と
千
々
石
と
原
は
教
皇
に
三
侯
の
書
状
（
メ
ス
キ
ッ
タ
師

が
訳
し
た
も
の
）
を
捧
呈
し
、
教
皇
の
足
に
接
吻
（
物
足
の
礼
）
を
お
こ
な
っ
た
。
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
一
三
世
は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
三

人
を
抱
擁
し
、
そ
れ
ぞ
れ
額
に
接
吻
し
た
。

　
教
皇
は
日
本
の
布
教
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、
四
千
ス
ク
ド
を
寄
進
し
た（

18
）。

ま
た
の
ち
に
使
節
か
ら
は
、
信
長
が
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー

ノ
に
贈
っ
た
安
土
城
と
安
土
町
と
を
画
い
た
二
枚
の
屏
風
を
贈
呈
し
た（

19
）

（
四
・
三
）。

　
　
　
　
　
四
・
一
〇
…
…
…
…
…
…
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
の
死
去
。
シ
ス
ト
五
世
が
新
教
皇
に
選
ば
れ
た（

20
）。

　
　

　
　
　
　
　
六
・
四

（
天
正
13
・
5
・
7
）…

…
…
…
…
…
…
使
節
ら
ロ
ー
マ
を
出
発
。

　
そ
の
後
、
チ
ヴ
ィ
タ
・
カ
ス
テ
ラ
ナ
、
ア
シ
ジ
、
ペ
ル
ジ
ア
、
カ
メ
リ
ー
ノ
、
ア
ン
コ
ラ
、
ペ
ザ
ロ
、
リ
ミ
ニ
（
イ
タ
リ
ア
中
北
部
―

ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
た
町
）、
イ
モ
ラ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
フ
エ
ラ
ラ
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ヴ
エ
ロ
ナ
、
マ
ン
ト
バ
、
ク
レ
モ
ナ
、
ミ
ラ
ノ
、

パ
ヴ
ィ
ア
を
経
て
、
ジ
ェ
ノ
バ
（
イ
タ
リ
ア
北
西
部
―
地
中
海
に
面
し
た
港
町
）
に
至
っ
た
（
八
・
六
）。

　
　
　
　
　
八
・
八
…
…
…
…
…
…
…
夕
方
五
時
ご
ろ（

21
）乗

船
し
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
目
ざ
し
た
。

　
　
　
　
　
八
・
一
六
…
…
…
…
…
…
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
到
着
。

　
そ
の
後
、
モ
ン
セ
ラ
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
、
ア
ル
カ
ラ
、
オ
ロ
ペ
サ
を
経
て
十
月
初
旬
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
入
っ
た
。
ヴ
ィ
ラ
・
ヴ
ィ
ソ
ー
ザ
、

エ
ボ
ラ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
南
東
部
、
リ
ズ
ボ
ー
ア
の
東
一
〇
九
キ
ロ
）
に
着
く
と
、
学
院
内
エ
ン
リ
ケ
の
館
に
宿
泊
し
た
。
つ
い
で
ア
ル
カ

ッ
セ
ル
・
ド
・
サ
ル
、
セ
ッ
ツ
バ
ル
を
経
て
、
十
一
月
リ
ズ
ボ
ー
ア
に
至
り
、
ふ
た
た
び
サ
ン
・
ロ
ー
ケ
修
舎
を
宿
舎
と
し
た
。

　
　
　
　
一
二
月
中
旬
…
…
…
…
…
…
リ
ズ
ボ
ー
ア
を
発
し
、
古
都
コ
イ
ン
ブ
ラ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
中
西
部
―
リ
ズ
ボ
ー
ア
の
北
北
東
一
八
四
キ
ロ
）
へ
む
か
っ
た
。
同
所
の
司
教

　
　
　
　
一
二
・
二
五
…
…
…
…
…
…
座
聖
堂
を
訪
れ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
、
各
修
道
院
、
大
学
な
ど
を
参
観
。

一
五
八
六
・
一
・
九
…
…
…
…
…
…
…
コ
イ
ン
ブ
ラ
を
出
発
、
リ
ズ
ボ
ー
ア
へ
む
か
う
。

　
　
　
　
　
四
・
一
三

（
天
正
14
・
2
・
24
）

…
…
…
…
…
…
使
節
一
行
、
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ッ
ペ
号
に
乗
り
リ
ズ
ボ
ー
ア
を
出
帆
し
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
九
・
一
…
…
…
…
…
…
…
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
（
ア
フ
リ
カ
南
西
部
）
に
到
着
。

一
五
八
七
・
五
・
二
九
…
…
…
…
…
…
ゴ
ア
に
到
着
。
一
行
は
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
や
イ
ン
ド
副
王
か
ら
親
し
く
迎
え
ら
れ
劇
的
な
再
会
を
果
た
し
た
。

一
五
八
八
・
四
・
二
二
…
…
…
…
…
…
使
節
一
行
と
随
伴
の
神
父
ら
、
二
船
に
分
乗
し
ゴ
ア
を
出
帆
。
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七
・
一
…
…
…
…
…
…
…
マ
ラ
ッ
カ
に
到
着
。

　
　
　
　
　
八
・
一
一
…
…
…
…
…
…
マ
カ
オ
に
到
着
。
急
変
し
た
日
本
情
勢
と
接
し
た
。
三
侯
の
う
ち
の
二
人

―
大
友
・
大
村
侯
ら
の
逝
去
を
知
っ
た
。
秀
吉
の
宣
教
師
追

放
令
の
た
め
に
、
帰
国
の
便
船
な
く
、
十
八
ヶ
月
間
当
地
に
滞
在
し
た
。

　
ま
た
こ
の
間
に
ジ
ョ
ル
ジ
・
ロ
ヨ
ラ
神
父
（
日
本
人
）
が
病
い
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
。

一
五
九
〇
・
六
・
二
三
…
…
…
…
…
…
日
本
（
長
崎
）
へ
帰
帆
す
る
日
が
訪
れ
た
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
神
父
は
ミ
サ
を
お
こ
な
っ
た
。
使
節
ら
は
大
勢
の
見
送
り
人
と
と
も
に
サ

ン
・
パ
ウ
ロ
学
院
を
出
る
と
、
内
海
に
通
じ
る
坂
道
を
下
っ
て
行
っ
た
。
土
色
を
し
た
入
江
に
は
、
使
節
一
行
を
日
本
へ
運
ぶ
エ
ン
リ
ッ

ケ
・
ダ
・
コ
ス
タ
の
船
が
浮
ん
で
い
た
。
そ
の
船
底
に
は
、
使
節
ら
の
荷
物
・
献
上
品
・
ア
ラ
ビ
ア
馬
な
ど
が
積
み
込
ま
れ
て
い
た
（
結

城
了
悟
師（

22
））。

使
節
ら
は
な
わ
梯
子
を
の
ぼ
り
乗
船
し
た
。

　
ま
た
同
行
の
神
父
十
二
名
、
イ
ル
マ
ウ
ン
四
名
は
ジ
ャ
ン
ク
に
乗
り
長
崎
を
目
ざ
し
た
。

　
　
　
　
　
七
・
二
一

（
天
正
18
・
6
・
20
）

…
…
…
…
…
…
長
崎
に
到
着
。
出
発
以
来
、
約
八
年
五
ヵ
月
ぶ
り
の
帰
国
で
あ
っ
た
。

　　
　
　
　
　
　
七
・
二
二
〜
二
六
…
…
…
神
父
、
イ
ル
マ
ウ
ン
、
印
刷
機
を
乗
せ
た
ジ
ャ
ン
ク
が
長
崎
に
到
着
。

一
　
帰
国
後
の
千
々
石
弥
解
瑠
の
動
静

大（

ナ

ウ

）

型
の
船
が
長
崎
に
入
港
し
た
翌
日

―
大
村
純
忠
の
息
子
・
大
村
喜よ

し
さ
き前

が
一
族
や
家
臣
を
と
も
な
い
、
縁
者
の
千
々
石
弥
解
瑠
を
は
じ
め
、
一
行
の
者
を
見
る
た
め
に

長
崎
に
や
っ
て
き
た
。
ま
た
つ
ぎ
の
日
に
は
、
有
馬
晴
信
も
大
勢
の
人
び
と
を
伴
な
い
長
崎
に
や
っ
て
き
た
。

故
国
を
留
守
に
し
て
い
た
八
年
半
の
間
に
、
使
節
ら
の
兄
弟
も
親
戚
も
お
な
じ
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
た
。
伊
東
満
所
や
千
々
石
弥
解
瑠
の
母
た
ち
も
、
は
る
ば
る
息
子
を

見
る
た
め
に
長
崎
に
や
っ
て
来
た
の
だ
が
、
わ
が
子
を
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
原
丸
知
野
や
中
浦
寿
理
安
の
兄
弟
た
ち
も
、
お
の
が
兄
弟
の
見
分
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ

ほ
ど
皆
、
往
時
と
風
貌
を
異
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
使
節
ら
は
母
親
や
親
戚
の
者
か
ら
こ
と
ば
で
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
喜
び
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
（
ド
ン
・

ミ
ゲ
ル
書
簡
）。

千
々
石
は
、
中
国
か
ら
日
本
へ
の
航
海
中
、
病
い
の
た
め
ふ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
有ド

ン
・
プ
ロ
タ
ヂ
オ

馬
晴
信
は
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
や
伊
東
満
所
ら
と
初
対
面
の
あ
い
さ
つ
を
交
し
た

の
ち
、
千
々
石
の
病
床
を
訪
れ
た
。
同
人
は
マ
カ
オ
を
出
帆
す
る
と
き
、
マ
ラ
リ
ヤ
に
か
か
っ
て
い
て
、
ま
だ
全
快
し
て
い
な
か
っ
た
。
病
人
と
晴
信
は
、
三
時
間
ほ
ど
く

さ
ぐ
さ
の
話
を
し
た
が
、
晴
信
は
千
々
石
が
見
聞
し
た
数
々
の
事
柄
、
教
皇
や
諸
王
侯
か
ら
受
け
た
厚
情
な
ど
を
聞
く
と
、
羨
望
に
た
え
な
か
っ
た
。
ま
た
晴
信
は
一
行
が
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西
洋
か
ら
持
っ
て
き
た
衣
服
や
織
物
に
驚
嘆
し
た
。

天
正
十
八
年
七
月
十
日
（
一
五
九
〇
・
八
・
九
）
の
夜

―
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
長
崎
に
お
い
て
種
々
の
こ
と
を
指
令
し
、
決
済
し
た
の
ち
、
四
名
の
元
使
節
ら
を
帯
同
し

て
有
馬
に
む
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
千
々
石
の
病
い
は
回
復
期
に
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
の
一
行
が
人
が
寝
静
ま
っ
た
夜
半
、
ひ
そ
か
に
有あ

り

馬ま

（
北
有
馬

―
島
原
半
島
南

部
）
に
到
る
手
配
を
し
た
の
は
、
有
馬
晴
信
が
か
ね
て
望
ん
で
い
た
歓
迎
の
宴
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
が
そ
の
到
着
を
晴
信
に
伝
え
る
や
、

晴
信
は
直
ち
に
床
よ
り
起
き
、
か
れ
に
会
い
に
き
た
。
翌
日
、
千
々
石
は
晴
信
に
会
い
に
お
も
む
く
と
、
し
ば
ら
く
有
馬
に
滞
留
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
晴
信
と
妻
、
姑

の
み
の
晩
さ
ん
に
招
か
れ
た
。

サンデの遣欧使節記の表紙。

４使節帰朝の折、ヴァリャーノがマカオにおい
て長老サンデに命じて遣欧使節記をラテン語で
書かせたもの。（Biblioteca de Evora蔵）。
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そ
の
つ
ぎ
の
日
、
晴
信
は
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
、
有
馬
に
い
る
す
べ
て
の
神
父
、
四
人
の
元
使
節
ら
を
宴
会
に
招
い
た
。

こ
の
と
き
建
築
中
の
荘
厳
華
麗
な
る
屋
敷
を
客
人
ら
に
み
せ
た
。
晴
信
は
こ
の
家
屋
を
神
の
た
め
に
献
上
し
た
い
と

申
し
出
る
と
、
そ
の
願
い
は
正
し
い
も
の
な
の
で
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
直
ち
に
こ
れ
を
許
可
し
た
。
こ
の
と
き
ヴ
ァ

リ
ヤ
ー
ノ
は
教
皇
か
ら
賜
わ
っ
た
ケ
ー
プ
を
着
て
い
た
。
客
人
ら
は
室
々
よ
り
外
廊
ま
で
巡
覧
し
た
。
つ
い
で
ヴ
ァ

リ
ヤ
ー
ノ
は
家
屋
に
香
を
た
き
、
聖
水
を
ま
い
た
。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
有
馬
に
三
日
滞
在
し
た
の
ち
、
加か

ず

さ

津
佐
（
現
・
長
崎
県
南

み
な
み

高た
か

来き

郡
加
津
佐
町
）
に
あ
る
僧
院

（
司
祭
館
）
に
む
か
っ
た
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』）。
加
津
佐
の
神セ

ミ
ナ
リ
オ

学
校
の
位
置
は
「
水
月
の
海
に
近
い
小
高
い
丘

で
口く

ち

之の

津つ

か
ら
約
半
里
の
所
」

―
す
な
わ
ち
、
い
ま
の
水
月
の
町
の
す
ぐ
背
後
の
丘
、
天
辺
と
い
う
所
で
あ
る
ら

し
い
。
加
津
佐
駅
前
よ
り
町
役
場
の
前
を
通
っ
て
北
へ
の
び
る
一
帯
の
丘
で
あ
る
。
丘
の
高
さ
は
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、

丘
の
す
ぐ
下
は
海
で
あ
る
（
林
田
弟
壹
號
著
『
改
訂

増
補
　
加
津
佐
郷
土
史

　
加
津
佐
史
話
』
加
津
佐
町
発
行
、
昭
和
五

十
六
年
三
月
、
七
一
頁
）。
四
人
の
元
使
節
ら
は
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
に
同
行
せ
ず
、
し
ば
ら
く
有
馬
に
滞
在
し
た
。

晴
信
は
こ
の
四
人
の
た
め
に
、
二
度
も
歓
迎
の
宴
を
催
し
た
。
領
民
に
音
曲
を
も
っ
て
歓
迎
の
宴
に
参
ず
べ
き
旨
を

布
達
し
た
た
め
、
領
民
ら
は
新
工
夫
の
余
興
を
案
じ
て
城
に
や
っ
て
き
た
。
晴
信
も
み
ず
か
ら
仮
装
し
て
宴
に
加
わ

っ
た
。
や
が
て
四
人
の
青
年
は
、
大ド

ン
・
サ
ン
シ
ヨ

村
喜
前
を
訪
ね
る
た
め
に
、
晴
信
に
い
と
ま
を
告
げ
た
。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
天
正
十
八
年
七
月
十
四
日
（
一
五
九
〇
・
八
・
一
三
）
加
津
佐
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
士
に

よ
る
協
議
会
を
ひ
ら
い
た
。
加
津
佐
へ
は
、
日
本
各
地
に
あ
る
学

コ
レ
ー
ジ
オ院

、
神セ

ミ
ナ
リ
オ

学
校
、
教カ

ー
ザ舎

、
僧

レ
ズ
イ
デ
ン
ス
イ
ア

院
か
ら
長

ス
ペ
リ
オ
ー
ル

老
た
ち
が
参
集
し
た
。
聖
務
に
つ
い
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
教
徒
の

管
理
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
を
協
議
決
定
し
た
。
総
会
に
は
十
三
日
間
、
一
日
六
時
間
を
費
や
し
た
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館
所
蔵
写
本

岡
本
良
知
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
四
遣
欧
使
節
の
帰
朝
」『
思
想
』

に
掲
載
、
昭
和
2
・
3
）。
す
な
わ
ち
、
協
議
会
は
天
正
十
八
年
七
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
。

同
年
八
月
二
日
（
八
・
三
一
）
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
加
津
佐
よ
り
長
崎
へ
帰
っ
た
が
、
二
十
五
日
間
病
臥
し
た
（「
遣
欧
使
節
動
静
表
」
岡
地
良
知
他
訳
『
九
州
三
侯
遣
欧

使
節
記

　
続編

』
所
収
、
東
洋
堂
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
）。

有
馬
を
辞
し
た
四
人
の
青
年
は
、
大
村
喜
前
が
い
る
大
村
（
長
崎
県
中
部
）
へ
む
か
っ
た
。
そ
の
と
き
人
び
と
の
希
望
に
従
い
、
同
行
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
四
人
の
青
年

加津佐の神
セ ミ ナ リ オ

学校があった天辺のあたり。（筆者撮影）
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も
洋
服
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
喜
前
は
一
行
を
有
馬
の
晴
信
に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
厚
遇
し
た
。
一
行
は
有
馬
に
八
日
間
滞
在
し
た
が
、
こ
の
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
話
を
聴
く

た
め
に
各
地
か
ら
人
々
が
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
よ
り
一
行
は
大
村
を
去
っ
て
長
崎
へ
む
か
っ
た
が
、
そ
の
と
き
大
村
喜
前
は
館
の
人
び
と
と
共
に
か
れ
ら
を
海
岸
ま
で
見
送

っ
た
（
太
田
正
雄
「
天
正
年
間
九
州
諸
大
名
よ
り
羅ロ

ー
マ馬

に
遣
は
さ
れ
た
る
四
青
年
使
者
の
帰
朝
」『
改
造
』
新
年
号
所
収
、
昭
和
5
）。

四
名
の
青
年
は
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
と
い
っ
し
ょ
に
大
坂
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
イ
ン
ド
副
王
の
使
者
と
し
て
来
日
し
た
の
で
関
白
秀
吉
に
謁
見

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
反
対
の
立
場
を
と
る
者
は
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
イ
ン
ド
副
王
の
使
者
な
ど
で
は
な
く
、
関
白
の
厚
遇
を
え
る
た
め
に
身
分
を

偽
称
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
誣ぶ

告こ
く

し
た
。

秀
吉
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
三
月

―
相
模
小
田
原
城
の
北
条
氏
を
討
つ
た
め
、
み
ず
か
ら
三
万
二
千
の
軍
勢
を
ひ
き
い
て
京
の
聚じ

ゅ
ら
く
て
い

楽
弟
を
出
馬
し
、
や
が
て
家

康
が
率
い
る
十
四
万
の
東
海
道
北
上
軍
と
合
体
し
、
小
田
原
城
を
包
囲
し
、
北
条
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
。
秀
吉
が
京
都
に
凱
旋
し
た
の
は
同
年
九
月
一
日
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
リ

ヤ
ー
ノ
は
秀
吉
に
謁
見
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ず
、
約
半
年
ほ
ど
長
崎
で
す
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

天
正
十
九
年
正
月
（
一
五
九
一
・
一
）

―
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
と
四
人
の
青
年
ら
は
、
日
本
の
統
治
者
秀
吉
に
謁
見
す
る
た
め
に
長
崎
を
出
発
し
、
都
へ
む
か
っ
た
。
千
々

石
弥
解
瑠
は
、
リ
ス
ボ
ン
の
サ
ン
・
ロ
ケ
修
舎
（
修
道
院
）
の
院
長
ペ
ド
ロ
・
デ
・
フ
ォ
ン
セ
カ
神
父
に
手
紙
を
出
し
て
い
る
が

―
い
ま
私
た
ち
は
長
崎
と
い
う
港
に
お

り
、
数
日
後
に
巡
察
師
（
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
）
と
い
っ
し
ょ
に
京
に
む
け
て
出
発
す
る
、
と
語
っ
て
い
る
。
上
京
す
る
の
は
、
関
白
秀
吉
に
イ
ン
ド
総
督
の
使
節
と
し
て
す
ば

ら
し
い
献
上
品
を
携
え
て
あ
い
さ
つ
に
赴
く
た
め
だ
と
し
て
い
る
（
一
五
九
〇
・
一
〇
・
八
付
＝
天
正
18
・
9
・
10（

23
））。

閏
正
月
八
日
（
一
五
九
一
・
三
・
三
）

―
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
と
四
人
の
青
年
は
、
聚
楽
弟
に
お
い
て
秀
吉
に
謁
見
し
た
。
巡
察
師
は
イ
ン
ド
副
王
の
書
簡
を
呈
し
、
ア
ラ

ビ
ア
馬
・
鎧
・
剣
・
ピ
ス
ト
ル
な
ど
か
ら
成
る
贈
物
を
献
上
し
た
。
の
ち
に
秀
吉
は
、
返
書
と
と
も
に
甲
冑
二
領
・
武
具
式
を
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
に
た
く
し
た
。

秀
吉
は
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
に
は
イ
ン
ド
の
様
子
を
、
伊
東
満
所
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
見
聞
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
伊
東
は
当
意
即
妙
に
答
え
た
の
で
秀
吉
に
気
に
入
ら
れ
、
家

臣
に
な
る
よ
う
に
と
い
わ
れ
た
が
、
辞
退
し
た
。
秀
吉
は
千
々
石
に
は
、
名
前
や
有
馬
晴
信
の
親
類
か
ど
う
か
尋
ね
た
。
秀
吉
は
ま
た
四
人
の
青
年
に
西
洋
の
楽
器
の
演
奏

を
所
望
し
た
が
、
そ
れ
が
気
に
入
り
三
度
も
演
奏
さ
せ
た
。
秀
吉
は
じ
ぶ
ん
の
目
の
前
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
の
小
コ
ン
サ
ー
ト
に
満
足
し
た
（Le R

. P. de C
harlevoix: 

H
istoire du C

hristianism
e du Japon, tom

e second, Louvain. 1829, p.36

）。

イ
ン
ド
副
王
へ
の
返
書
は
す
ぐ
出
ず
、
か
な
り
の
日
数
が
か
か
っ
た
。
秀
吉
は
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
に
返
書
が
で
き
る
ま
で
、
好
き
な
所
に
滞
在
し
て
も
よ
い
、
と
い
っ

た（
24
）。

そ
の
た
め
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
随
員
の
メ
ス
キ
ッ
タ
を
京
都
に
留
め
お
い
て
、
四
人
の
青
年
ら
と
い
っ
し
ょ
に
長
崎
へ
帰
る
こ
と
に
し
た
。
秀
吉
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
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来
航
は
歓
迎
す
る
が
、
宣
教
師
の
入
国
は
許
さ
れ
な
い
と
い
っ
た（

25
）。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
ら
数
名
の
神
父
の
長
崎
滞
在
は
、
黙
認
さ
れ
、
弾
圧
も
緩
和
の
方
向
に
か
た
む
い

た（
26
）。ヴ

ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
海
路
大
坂
か
ら
平
戸
に
出
、
松
浦
鎮し

げ
の
ぶ信

の
夫
人
メ
シ
ヤ
（
大
村
純
忠
の
娘
）
を
訪
れ
た
の
ち
長
崎
に
帰
り
、
有
馬
・
大
村
の
諸
侯
に
、
教
皇
シ
ス
ト
五

世
の
返
書
と
贈
物
の
伝
達
式
を
荘
重
に
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
と
き
四
人
の
青
年
は
、
盛
装
し
て
出
席
し
、
オ
ル
ガ
ン
そ
の
他
の
楽
器
の
演
奏
を
助
け
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
ミ

サ
を
唱
へ
た
。

天
正
十
九
年
六
月
五
日
（
一
五
九
一
・
七
・
二
五
）

―
四
人
の
青
年
は
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
総
長
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
の
足
許
で
誓
っ
た
よ
う
に
、
福
音

を
説
く
た
め
に
、
天
草
（
河
内
浦
）
の
修コ

レ
ジ
オ

練
院
（
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
院
）
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
っ
た
。
天
正
二
十
年
九
月
四
日
（
一
五
九
二
・
一
〇
・
九
）
ヴ
ァ

リ
ヤ
ー
ノ
は
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
を
伴
な
い
長
崎
を
出
帆
し
、
マ
カ
オ
へ
む
か
っ
た
。

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
当
時
、
天
草
の
修
練
院
に
は
三
十
名
以
上
の
修イ

ル
マ
ゥ
ン

道
僧
が
い
た
。
四
人
の
元
使
節
は
、
他
の
日
本
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
い
っ
し
ょ
に
元
気
に
課

程
を
勉
強
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
二
年
間
の
修
練
期
を
お
え
、
誓
願
を
立
て
て
い
た
。
す
べ
て
の
日
本
人
修
道
僧
は
、「
霊
魂
に
つ
い
て
」（D

e A
nim

a

）
や
「
天
球
論
」

（Sphaera

）、
神
学
の
主
な
問
題
の
教
科
書
を
教
わ
っ
て
い
た
（
メ
ス
キ
ッ
タ（

27
））。

伊
東
（
二
十
三
歳
）
は
ラ
テ
ン
語
第
一
級
に
、
千
々
石
（
二
十
三
歳
）
と
中
浦
（
二
十

三
歳
）
は
同
第
二
級
に
在
学
し
て
い
た
。
原
（
二
十
四
歳
）
は
ラ
テ
ン
語
を
終
了
し
、
現
代
日
本
文
学
を
研
究
中
で
あ
っ
た（

28
）。

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
当
時
、
天
草
の
修
練
院
の
院
長
と
な
っ
た
メ
ス
キ
ッ
タ
は
、
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
総
長
に
つ
ぎ
の
う
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

四
人
の
イ
ル
マ
ン

　
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
達
は
元
気
で
、
段
々
、
勉
強
の
終
了
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
語
と
日
本
文
字
の
勉
強
が
少
し
残
っ
て
い
ま
す
。

三
人
は
こ
の
コ
レ
ジ
ョ
に
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ル
マ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ノ
（
原
丸
知
野
の
こ
と

―
引
用
者
）
は
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
人
で
す
の
で
、
管
区
長
と
一
緒
に
い
て
、

殆
ど
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
（
結
城
了
悟
『
天
正
少
年
使
節

―
史
料
と
研
究
』［
純
心
女
子
短
期
大
学
、
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所
、
平
成
四
年
］、
一
五
二
頁
）。

秀
吉
は
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
の
暮

―
京
阪
の
地
で
宣
教
師
六
名
と
キ
リ
ス
ト
信
徒
二
十
名
を
捕
え
る
と
翌
年
の
春
肥
前
長
崎
に
お
い
て
処
刑
し
た
（
一
五
九
七
・

二
・
五

―
「
二
十
六
聖
人
の
殉
教
」）。
こ
れ
は
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
上
は
じ
め
て
の
処
刑
で
あ
っ
た
。
や
が
て
打
ち
つ
づ
く
迫
害
の
結
果
、
天
草
の
修
練
院
は
慶
長
三

年
（
一
五
九
八
）
十
月
ご
ろ
、
長
崎
に
移
転
し
た
。
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同
年
（
一
五
九
八
）
の
秋

―
院
長
兼
司
教
代
理
の
メ
ス
キ
ッ
タ
は
、「
四
人
の
イ
ル
マ
ン

―
（
伊
東
）
マ
ン
シ
ョ
た
ち
は
元
気
で
い
ま
す
。
仕
事
と
時
間
の
許
す
限

り
、
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す（

29
）」

と
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
報
告
し
て
い
る
。

四
人
の
元
使
節
は
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
有
馬
の
修コ

レ
ジ
オ

練
院
（
一
五
八
一
年
竣
工
）
に
入
り
、
ラ
テ
ン
語
を
学
び
は
じ
め
た
が
、
ラ
テ
ン
語
に
お
い
て
一
日
の
長
が
あ

っ
た
の
は
原
丸
知
野
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
か
れ
は
語
学
が
達
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
書
物
の
翻
訳
に
従
事
し
た
。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
長
崎
の
修
練
院
か
ら
若
く
て
優
秀
な
修イ

ル
マ
ゥ
ン

業
僧
を
六
名
選
ん
で
、
中
国
の
阿あ

ま
か
わ

媽
港
（
マ
カ
オ
）
の
コ
レ
ジ
オ
で
学
ば
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
当
時
、
長
崎
の
修
練
院
に
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
員
は
六
十
名
、
そ
の
内
訳
は
、
神
父
二
十
五
名
、
修
業
僧
三
十
五
名
で
あ
っ
た（

30
）。

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
四

月
ご
ろ
、
千
々
石
弥
解
瑠
は
ま
だ
ま
だ
イ
エ
ズ
ス
会
に
い
た（

31
）。

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
伊
東
と
中
浦
は
他
十
五
名
の
日
本
人
修
行
僧
と
と
も
に
マ
カ
オ
に
渡
り
、
九
年
（
一
六
〇
四
）
帰
国
し
た
。
こ
の
と
き
千
々
石
は
そ
の
選
に
も

れ
て
い
た
。
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
伊
東
は
長
崎
に
お
い
て
副
助
祭
と
な
り
、
翌
年
の
秋
、
助
祭
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
一
月
（
陽
暦
）
バ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
、
マ
カ
オ

で
亡
く
な
っ
た
。
慶
長
十
三
年
七
月

―
つ
い
に
長
崎
に
お
い
て
司
祭
に
叙
せ
ら
れ
た（

32
）。

そ
の
後
、
小
倉
・
萩
・
山
口
・
飫お

び肥
（
宮
崎
）・
中
津
な
ど
へ
布
教
に
出
か
け
た

が
、
慶
長
十
七
年
十
月
二
十
一
日
（
一
六
一
二
・
一
一
・
一
三
）
長
崎
の
修
練
院
で
病
没
し
た
。
享
年
四
十
三
歳（

33
）。

　
　
　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
千
々
石
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
脱
会
し
、
名
を
「
清せ

い

左ざ

衛え

門も
ん

」
と
改
め
、
妻
帯
し
た
。
い
と
こ
の
大
村
喜
前
に
仕
え
、
神

こ
う
の
う
ら浦

と
伊い

木き

力り
き

（
旧
外
海
町
と
多
良
見
町
）
に
食
禄
六
百
石
を
う
け
て
い
た
。
慶
長
十
一

年
（
一
六
〇
六
）
喜
前
は
法ほ

っ

華け

宗し
ゅ
う（

日
蓮
宗
）
に
改
宗
し
、
寺
社
を
復
興
し
、
領
内

の
バ
テ
レ
ン
を
追
放
し
た
。
同
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
清
佐
衛
門
も
キ
リ
ス
ト
教
を

棄
て
た
（
大
石
一か

ず
ひ
さ久

『
千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
墓
石
発
見
』（
長
崎
文
献
社
、
平
成
十
七

年
四
月
）、
五
三
〜
五
四
頁
）。

そ
の
後
、
千
々
石
は
大
村
喜
前
と
不
仲
に
な
り
、
殺
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
い
と
こ

の
有
馬
殿
に
身
を
寄
せ
、
そ
の
家
臣
と
な
っ
た（

34
）。

が
、
有
馬
か
ら
も
追
放
さ
れ（

35
）、

慶

長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
ま
で
長
崎
で
逃
亡
生
活
を
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ル

セ
ナ
神
父
は
、
伝
聞
と
し
て
千
々
石
は
信
仰
を
棄
て
た
ま
ま
元
和
八
年
（
一
六
二

26聖人の殉教の図。（Le P.de Charlevoix: Histoire 
du Japon. Librairie d’Éducation de Périsse Frères, 
1839）より。
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二
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（

36
）。

　
　

一
　
千
々
石
は
な
ぜ
棄
教
し
た
の
か

弥
解
瑠
は
使
節
に
選
ば
れ
た
と
き
は
健
康
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
渡
欧
の
往
還
に
体
を
こ
わ
し
た
も
の
か
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
天
草
の
修
練
院
に
い
た
と
き

の
健
康
状
態
は
、「
虚
弱
」（flacas fuergas

）
と
あ
る
と
い
う
（「
イ
エ
ズ
ス
会
第
一
カ
タ
ロ
グ
」
一
五
九
三
・
一
・
一
付（

37
））。

健
康
を
害
し
て
帰
国
し
、
勉
学
に
精
を
出
そ

う
と
し
て
も
思
う
よ
う
に
学
業
が
進
ま
な
い
。
む
か
し
の
仲
間
の
伊
東
、
中
浦
、
原
な
ど
が
神
学
の
勉
強
の
た
め
に
マ
カ
オ
に
派
遣
さ
れ
た
と
き
、
千
々
石
は
そ
の
選
に
も

れ
た
。
か
れ
は
仲
間
の
好
成
績
と
活
躍
を
尻
目
に
、
劣
等
感
に
悩
み
、
自
信
を
失
っ
た（

38
）の

が
主
な
る
棄
教
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

写
本
「
伴ば

天て

連れ
ん

記き

」（
編
者
不
詳
、
慶
長
十
二
、
三
年
［
一
六
〇
七
〜
一
六
〇
八
］
の
成
稿
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

39
））

の
中
に
、
千
々
石
清
左
衛
門
の
名
が
出
て
く
る
。
む

か
し
神バ

テ
レ
ン父

と
い
っ
し
ょ
に
ロ
ー
マ
に
行
っ
て
、
十
年
間
学
問
を
し
て
帰
っ
た
が
、
修イ

ル
マ
ウ
ン

業
僧
の
と
き
、
神
父
の
仕
打
ち
に
対
し
て
不
満
が
あ
り
、
還げ

ん
ぞ
く俗

し
、
大
村
侯
に
出
仕
し

た
、
と
あ
る
。

然し
か
る

所と
こ
ろに

（
し
か
し
）
木
村
の
内う

ち

に
ち
ゞ
は
清
左
衛
門
と
云い

う

侍
さ
む
ら
いあ

り
、
か
の
人
は
む
か
し
伴
天
連
に
付つ

き

（
つ
き
従
い
）
良
摩
（
ロ
ー
マ
）
に
渡
り

　
十
ケ
年
学
文
し
て
後の

ち

日
本
に

帰
り
、
エ
キ
レ
ン
ジ
ヤ
の
ユ
ル
マ
ン
（i イ

グ
レ
ー
ジ
ヤ

greja

［
教
会
］
の
修
業
僧
）
し
て
居お

り

た
り
し
を
、
伴
天
連
を
少

す
こ
し

う
ら
む
る
子し

細さ
い

有あ
り

て
、
寺
を
出
る
、
大
村
殿
（
大
村
喜
前
）
に
奉
公
す

（『
海
表
叢
書

　
第
一
巻
』、
三
六
頁
）。

注
・
ル
ビ
と
（

　
）
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
三
月

―
幕
府
は
禁
教
令
を
全
国
に
公
布
し
、
京
都
の
南
蛮
寺
は
破
却
さ
れ
た
。
翌
年
高
山
右
近
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
海
外
に
追
放
さ
れ

た
。
同
十
九
年
（
一
六
一
四
）
幕
府
は
山
口
駿
河
守
重
弘
を
長
崎
に
遣
り
、
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
（
一
六
一
〇
年
創
建
？

　
旧
勝
山
小
学
校
跡
地
）
な
ど
を
破
壊
さ
せ

た
（「
長
崎
畧
史

　
第
一
巻
」）。

元
使
節
の
な
か
で
も
っ
と
も
語
学
の
才
が
あ
っ
た
原
丸
知
野
は
、
寛
永
六
年
九
月
七
日
（
一
六
二
九
・
一
〇
・
二
三
）
マ
カ
オ
に
お
い
て
病
死
し
た
。
享
年
六
十
歳
。
三

年
後
の
寛
永
九
年
十
二
月
十
四
日
（
一
六
三
三
・
一
・
二
三
）

―
千
々
石
清
左
衛
門
は
伊い

木き

力り
き

に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
。
享
年
六
十
四
歳
。
中
浦
寿
理
安
は
禁
教
下
、
潜

伏
宣
教
師
と
し
て
十
九
年
間
九
州
各
地
を
布
教
し
つ
づ
け
た
が
、
寛
永
十
年
豊
前
小
倉
で
捕
え
ら
れ
、
長
崎
に
送
ら
れ
、
西
坂
の
刑
場
で
逆

さ
か
さ

吊づ
る

し
の
刑
（
俗
に
“
穴
釣
り
”
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右端の上−サント・ドミンゴ教会跡から発掘された「金ぱく付瓦質十字架」。右端の下−キリ
スト教の象徴「花十字紋

もん

瓦
がわら

」。（「サント・ドミンゴ教会跡資料館」〔長崎〕蔵）。（筆者撮影）

上空から見たサント・ドミンゴ教会（旧勝山小学校跡地）の遺跡全景。『勝山町遺跡−長崎市桜町小学校
新設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』（長崎市教育委員会、2003年）より。
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と
い
う
「
天
主
教
沿
革
志
」）
に
あ
い
、
十
月
二
十
一
日
（
一
六
三
三
・
一
一
・
二
二
）
殉
教
し
た
。
享
年
六

十
四
歳
。

一
　
遣
欧
使
節
の
文
化
史
的
意
義

四
名
の
少
年
使
節
は
、
こ
れ
か
らE

エ
ウ
ロ
ッ
パ

uropa

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
と
い
う
所
に
行
く
と
い
わ
れ
て
も
、
中
国

や
イ
ン
ド
と
い
っ
た
遠
国
ぐ
ら
い
に
し
か
考
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
が
乗
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
異
国

船
の
中
で
、
は
じ
め
て
航
海
に
必
要
な
器
具
で
あ
る
地
図
・
海
図
・
天
測
器
・
羅
針
盤
な
ど
の
存
在
を
知
り
、

そ
れ
ら
が
船
の
位
置
や
進
路
を
測
知
す
る
た
め
の
重
要
な
道
具
で
あ
る
こ
と
を
識
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
を
踏
ん
で
か
ら
は
、
洋
式
家
屋
・
道
路
・
交
通
手
段
・
船
舶
・
火
器
・
河
川
・
港
・
運

河
・
水
門
・
水
道
・
噴
水
な
ど
、
か
の
地
の
技
術
や
科
学
の
粋
を
じ
っ
さ
い
目
に
す
る
機
会
は
豊
富
に
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
っ
た
数
多
の
見
聞
や
実
体
験
は
わ
が
国
の
文
化
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
一
行
が
帰
国
の
さ
い
に
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
の
配
慮
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
活

版
印
刷
機
・
活
字
・
工
具
な
ど
は
、
わ
が
国
の
印
刷
・
出
版
文
化
史
上
ひ
じ
ょ
う
に
有
益
な
影
響
を
あ
た
え
た
。

印
刷
機
の
将
来
は
、
日
本
の
神
学
生
用
の
教
科
書
を
、
ま
た
一
般
の
信
徒
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
書
を
印
刷
す

る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

活
版
印
刷
術
は
、
活
字
を
組
み
合
わ
せ
て
印
刷
す
る
技
術
で
あ
る
が
、
こ
の
印
刷
機
械
が
将
来
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
し
て
、
以
後
日
本
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
育

機
関
の
印
刷
所
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
吉
利
支
丹
版
の
刊
行
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
が
刊
行
し
た
吉
利
支
丹
版
（
ロ
ー
マ
字
本
十
八
種
、
国
字
本
十

種（
40
））

は
、
こ
ん
に
ち
世
界
の
稀
覯
本
で
あ
る
。

ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
と
使
節
一
行
は
、
長
崎
に
到
着
す
る
と
直
ち
に
上
陸
し
た
が
、
マ
カ
オ
を
出
帆
す
る
と
き
ジ
ャ
ン
ク
に
積
み
こ
ん
だ
印
刷
機
と
工
具
類
は
長
崎
で
陸
揚
げ

せ
ず
、
ジ
ャ
ン
ク
と
と
も
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
修コ

レ
ジ
オ

練
院
が
あ
る
加
津
佐
（
島
原
半
島
南
端
）
に
運
ば
れ
、
そ
こ
に
荷
物
は
陸
揚
げ
さ
れ
た（

41
）。

加
津
佐
の
修
練
院
の
附
属
と
し
て

印
刷
所
が
設
け
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
連
れ
て
き
た
イ
タ
リ
ア
の
印
刷
工
や
日
本
人
の
職
工
の
手
に
よ
っ
て
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
版
の
第
一

書
『
サ
ン
ト
ス
の
御ご

作さ

業ぎ
ょ
うの

内う
ち

抜ぬ
き

書が
き

』
二
巻
一
冊
（
総
ペ
ー
ジ
七
七
一
、
邦
文
ロ
ー
マ
字
の
袖

し
ゅ
う

珍ち
ん

本ぼ
ん

、
十
二
使
徒
や
約
四
十
名
の
聖
者
伝
を
列
挙
し
、
ま
た
殉
教
の
意
義
な

サ ン ト ・ ド ミ ン ゴ 教 会 の 図 。

パチェコ・ディエゴ「長崎の教会−1567年～1620年」（『長崎談叢』第
58輯所収、昭和50.10）より。
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ど
を
説
い
た
も
の（

42
））

が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
小
型
の
八
ッ
半
判
（
10
㎝
×

16・5
㎝
）
で
、
活
字
は

ジ
ェ
ン
ソ
ン
の
ロ
ー
マ
ン
体
を
用
い
、
扉
に
は
銅
版
画
が
刷

り
こ
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
銅
版
画
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
学

校
で
訓
練
を
う
け
た
日
本
人
絵
師
が
製
作
し
た
も
の
だ
と
い

う
（E

. M
. Satow

: T
he Jesuit M

ission Press in Japan, 

1591 –1610. Privately printed, 1888

）。
加
津
佐
の
イ
エ

ズ
ス
会
の
学
林
で
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
現
在
オ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
の
ボ
ド
レ
ア
ン
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
吉
利
支
丹
版
刊
行
は
、
わ
が
国
の
活
版
印
刷
の
歴
史

に
お
い
て
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
修
練
院
と
印
刷

所
は
翌
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
天
草
に
移
さ
れ
、
つ
い
で

慶
長
三
年
十
月
（
一
五
九
八
・
一
一
）
に
長
崎
に
移
動
し
た
。

天
草
の
修コ

レ
ジ
オ

練
院
の
印
刷
所
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
は

―

『
ヒ
デ
ス
の
導
師
』（
四
巻
一
冊
、
一
五
九
二
年
［
文
禄
元

年
］
刊
）、『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』（
一
冊
、
一
五
九

二
年
［
文
禄
元
年
］
刊
）、『
平
家
の
物
語
』（
四
巻
、
一
五

九
二
年
［
文
禄
元
年
］
刊
）、『
エ
ソ
ポ
の
寓
話
』（
二
巻
、

一
五
九
三
年
［
文
禄
二
年
］
刊
）、『
金
句
集
』（
一
巻
、
一

五
九
三
年
［
文
禄
二
年
］
刊
）、『
ア
ル
バ
レ
ス
著

　
ラ
テ
ン

文
典
』（
一
五
九
四
年
［
文
禄
三
年
］
刊
）、『
ラ
ン
テ
ン

　

復元された活版印刷機。「天草コレジョ館」（天草河浦）蔵。
（筆者撮影）

加津佐の修練院の附属印刷所で刷った『サン
トスの御作業の内抜書』（1591年）。（Ernest 
Mason Satow 著 The Jesuit Mission Press in 
Japan. 1591-1610,1888年刊）より。
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ツ
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邦
語
対
訳
辞
書
』（
一
冊
、
一
五
九
五
年
［
文
禄
四
年
］
刊
）、『
コ
ン
テ
ン
ツ
ス
・
ム
ン
ヂ
』（
一
冊
、
一
五
九
六
年
［
慶
長
元
年
］
刊
）、『
精
神
の
鍛
練
』

（
一
冊
、
一
五
九
六
年
［
慶
長
元
年
］
刊
）、『
コ
ン
ペ
ン
ヂ
ゥ
ム
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
・
ド
チ
リ
ネ
ー
』（
一
冊
、
一
五
九
六
年
［
慶
長
元
年
］
刊
）
な
ど
で
あ
る
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
冬

―
天
草
の
修
練
院
が
長
崎
に
移
っ
て
か
ら
は
、『
サ
ル
バ
ト
ー
ル
・
ム
ン
ヂ
』（
一
冊
、
一
五
九
八
年
［
慶
長
三
年
］
刊
）
や
『
落
葉

集
』（
一
冊
、
一
五
九
八
〜
九
九
年
［
慶
長
三
〜
四
年
］
刊
）
な
ど
を
出
版
し
た
。

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
二
月

―
当
時
、
長
崎
の
修
練
院
の
院
長
で
あ
っ
た
メ
ス
キ
ッ
タ
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
に
印
刷
活
動
と
四
人
の
元
使
節

の
動
静
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。「
四
人
の
イ
ル
マ
ン
（
伊
東
、
千
々
石
、
原
、
中
浦
）
は
元
気
で
こ
こ
に
い
ま
す
」
と
手
紙
の
末
尾
で
知
ら
せ
、
ま
た
印
刷
や
刊
行
の

よ
う
す
な
ど
も
報
じ
て
い
る
。

―
長
崎
に
大
き
な
、
り
っ
ぱ
な
印
刷
所
が
設
置
さ
れ
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
と
同
宿
た
ち
の
尽
力
で
ラ
テ
ン
語
と
日
本
文
字
で
各
種
の
本
が

印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
布
教
書
が
刊
行
さ
れ
れ
ば
、
宣
教
師
が
い
な
い
所
に
も
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
い
ま
告
解
の
た
め
の
小
冊
子
が
、
一
五
〇

〇
部
印
刷
ず
み
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
「
現
在
、
和
訳
さ
れ
た
フ
ラ
イ
・
ル
イ
ス
（
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
）
著
の
『
ぎ
あ
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
が
日
本
語
活
字
で
印
刷
中
で
す
」

と
い
う
（
結
城
了
悟
『
天
正
少
年
使
節

―
史
料
と
研
究
』、
一
五
六
頁
）。

『
ぎ
あ
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』
を
和
訳
し
た
の
は
語
学
に
す
ぐ
れ
た
原
丸
知
野
で
あ
っ
た
。
同
書
（
二
巻
二
冊
）
は
ス
ペ
イ
ン
人
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
著
を
訳
し
た

も
の
だ
が
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
正
月
、
長
崎
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
人
が
作
っ
た
邦
文
鋳
造
活
字
（
邦
字
木
製
活
字
）
を
用
い
、
美
濃
紙
に
印
行
し
た
も
の

で
草
体
漢
字
、
平
が
な
ま
じ
り
文（

43
）。

大
英
博
物
館
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館
（
下
巻
）、
ロ
ー
マ
の
バ
ル
ベ
リ
ニ
文
庫
な
ど
が
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う（

44
）。

　

活
版
印
刷
の
方
法
は
、

―
組
版
を
の
せ
た
版
盤
を
手
で
引
き
だ
し
、
イ
ン
キ
・
ボ
ー
ル
で
版
面
を
た
た
い
て
イ
ン
キ
を
つ
け
、
紙
（
邦
字
本
は
美
濃
紙
ま
た
は
半
紙
を

用
い
た
）、
紙
を
そ
の
上
に
置
い
て
か
ら
、
版
盤
を
圧
盤
の
下
に
押
し
こ
み
、
木
製
の
ぐ
る
ぐ
る
ね
じ
れ
巻
い
て
い
る
螺ら

線せ
ん

棒ぼ
う

を
ま
わ
し
、
圧
盤
を
お
ろ
し
て
印
刷
す
る

（
45
）幼

稚
な
や
り
方
で
あ
っ
た
。
印
刷
能
力
は
一
時
間
に
約
五
十
枚
で
あ
っ
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
の
学
林
で
刷
ら
れ
た
吉
利
支
丹
の
印
刷
物
は
、
五
、
六
十
か
ら
百
種
ぐ
ら
い（

46
）と

推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も
の
の
数
は
二
十
三
、
四
種
で
あ
る
。

洋
式
の
印
刷
術
が
も
た
ら
し
た
文
化
史
的
意
義
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
や
西
洋
の
学
芸
を
わ
が
国
に
伝
え
る
こ
と
に
一
役
買
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
が
、
そ
の
影

響
力
は
必
ず
し
も
一
般
民
衆
の
間
に
深
く
し
み
こ
む
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
を
増
進
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

帰
国
後
、
四
使
節
ら
が
語
る
海
外
に
お
け
る
見
聞
談
は
、
日
本
国
の
統
治
者
秀
吉
や
地
方
大
名
と
そ
の
領
民
ら
の
世
界
観
を
一
新
さ
せ
、
か
れ
ら
の
蒙
を
啓ひ

ら

い
た
こ
と
は

疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
四
使
節
の
海
外
体
験
と
将
来
品
が
、
日
本
の
社
会
や
文
化
に
あ
た
え
た
効
果
に
も
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
い
っ
た
い
か
れ
ら
が
日
本
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か
ら
携
行
し
た
も
の
、
ま
た
海
外
か
ら
も
た
ら
し
た
も
の
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴き

顕け
ん

に
贈
り
も
の
と
し
て
日
本
お
よ
び
イ
ン
ド
か
ら
持
参
し
た
も
の
。

日
本
刀 

短
刀 

甲
冑 

銀
盃 

屏
風 

蒔
絵
の
漆
器
小
箱 

和
書 

文
箱 

和
服

和
紙 

一
角
獣
の
角つ

の 

犀さ
い
か
く角

製
飲
器 

掛
布 

竹
製
小
箱 

硯
す
ず
り

箱ば
こ 

絵
画 

傘か
さ

イ
ン
ド
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
受
贈
し
、
日
本
に
将
来
し
た
も
の
。

金
鎖
付
の
聖
遺
物
箱 
掛
布
（
絹
と
金
の
交
ぜ
織
り
） 

聖
像 

手
袋 

羊
皮
紙
本 

鏡 

ミ
サ
及
び
日
禱
書 

小
箱
（
キ
リ
ス
ト
の
磔た

っ
け
い刑

像
の
入
っ
た
も
の
） 

象
牙
の
キ
リ
ス
ト
磔
刑
像

大
公
と
公
妃
の
肖
像
画 

長
服
お
よ
び
短
服
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
の
贈
物
） 

聖
物
箱 

ロ
ー
マ
の
歴
史
書

小
さ
い
金
の
十
字
架 

聖
母
像 

象
牙
の
十
字
架 

大
鏡
四
面 

ガ
ラ
ス
器
五
〇
〇
箇

ビ
ロ
ー
ド
ニ
反 

グ
ラ
ン
染
織
物
二
反 

銃
二
挺 

短
刀
二
振 

懸け
ん
す
い垂

自じ

鳴め
い

の
時
計
四
箇

青
銅
製
砲 

剣
四
振 
ロ
ー
マ
の
市
街
図 

四
都
市
（
リ
ズ
ボ
ー
ア
、
マ
ド
リ
ッ
ド
、
ロ
ー
マ
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
）
の
鳥
瞰
彩
色
図 

地
球
儀 

平
面
球
形
図

海
図 

オ
ル
テ
リ
ウ
ス
の
世
界
地
図
帳 

壁
掛 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
都
市
を
描
い
た
書

音
楽
書 

楽
器
（
ク
ラ
ヴ
オ
、
懸け

ん

垂す
い

自じ

鳴め
い

の
ア
ル
パ
［
竪
琴
］、
ラ
ウ
デ
［
ギ
タ
ー
に
似
た
も
の
］、
ラ
ベ
キ
ー
ニ
ャ
［
提
琴
の
一
種
］、
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ

ル
コ
［
提
琴
］、
レ
ア
レ
ジ
ョ
［
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
］ 

ア
ラ
ビ
ア
馬
四
頭
（
う
ち
二
頭
は
航
海
中
に
死
ん
だ
）

こ
の
う
ち
フ
ラ
ン
ド
ル
の
地
理
学
者
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
（
一
五
二
七
〜
九
八
）
が
作
っ
た
「
世
界
地
図
帳
」（
一
五
七
〇
）
を
基
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
日
本
本
土
に
若
干

の
修
正
を
加
え
た
い
く
つ
か
の
世
界
地
図
が
つ
く
ら
れ
た
と
推
定
で
き
、
日
本
人
の
世
界
知
識
に
画
期
的
な
進
歩
が
生
じ
た
と
い
う
。
ま
た
皮
相
的
な
一
現
象
と
し
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
衣
服
、
キ
リ
ス
ト
教
の
器
物
、
祈
と
う
こ
と
ば
な
ど
が
、
長
崎
は
も
と
よ
り
京
都
の
上
流
階
級
に
ま
で
著
し
く
流
行
し
、
青
年
使
節
ら
が
演
奏
す
る
楽
曲
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が
一
部
の
日
本
人
に
西
洋
洋
楽
に
対
す
る
趣
味
を
培
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
岡
本
良

知
『
桃
山
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
』
東
洋
堂
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
、
一
九
二

〜
一
九
四
頁
）。

一
　
伊
東
満
所
と
千
々
石
弥
解
瑠
の
墓

秀
吉
や
江
戸
幕
府
に
よ
る
き
び
し
い
禁
教
令
が
出
た
の
ち
、
わ
が
国
の
イ
エ
ズ

ス
会
の
学
林
で
刊
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
吉
利
支
丹
版
や
教
会
堂
、
修
練
院
な
ど
の

建
物
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
ぬ
ほ
ど
、
こ
の

地
上
か
ら
消
滅
し
た
。
ま
こ
と
に
惜
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
に
連

れ
ら
れ
て
は
る
ば
る
ロ
ー
マ
に
赴
い
た
遣
使
四
名
の
墓
の
存
在
も
は
っ
き
り
し
な

い
。
四
名
の
う
ち
ま
ず
伊
東
満
所
が
慶
長
十
七
年
十
月
二
十
一
日
（
一
六
一
二
・
一
一
・
一
三
）
長
崎
の
修
練
院
で
亡
く
な
っ
た（

47
）。

つ
づ
い
て
原
丸
知
野
が
、
寛
永
六
年
九

月
七
日
（
一
六
二
九
・
一
〇
・
二
三
）
マ
カ
オ
に
お
い
て
病
死
し
た
。
同
人
の
遺
体
は
ど
こ
に
葬
ら
れ
た
の
か
も
定
か
で
な
い
。「
マ
ル
テ
ィ
ノ
は
マ
カ
オ
に
お
い
て
日
本

語
を
教
え
た
」
と
あ
る（

48
）。

千
々
石
弥
解
瑠
（
清
左
衛
門
）
は
寛
永
九
年
十
二
月
十
四
日
（
一
六
三
三
・
一
・
二
三
）
伊
木
力
で
亡
く
な
っ
た
。
翌
年
の
十
月
二
十
一
日
、
中
浦
寿
理
安
は
長
崎
で
殉

教
し
た
が
、
遺
体
は
焼
却
さ
れ
た
の
ち
、
骨
灰
俵
に
入
れ
ら
れ
海
に
投
棄
さ
れ
た
（
結
城
了
悟
『
天
正
少
年
使
節
の
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
』
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
、
昭
和

五
十
六
年
五
月
、
一
二
五
頁
）。
こ
の
四
名
の
元
遣
使
の
う
ち
、
そ
の
墓
所
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

伊
東
満
所

千
々
石
弥
解
瑠

の
二
人
で
あ
る
。

伊
東
満
所
の
墓
は
、
従
来
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
宮
崎
県
日に

ち
な
ん南

市
楠く

す
は
ら原

の
伊
東
家
の
墓
所
に
あ
る
「
禅
定
尼
」
の
墓
を
満
所
の
そ
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
は
高
崎

中浦寿理安の殉教の図。（松田毅一著『南蛮
の世界』東海大学出版会、昭和50年5月）よ
り。
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隆
男
（
伊
東
マ
ン
シ
ョ
研
究
会
会
員
）
で
あ
る
。
同
氏
は
満
所
の
墓
と
考
え
る
い
く
つ
か
の
理
由
を
文
章
化
し
、「
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
墓
所
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
『
日
本

歴
史
』（
第
四
二
七
号
、
昭
和
58
・
12
）
に
投
稿
し
た
。

帰
国
後
の
伊
東
満
所
の
後
半
生
を
略
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

天
正
18
・
6
・
20

（
一
五
九
〇
・
七
・
二
一
）…

…
…
…
…
他
の
三
使
と
と
も
に
長
崎
に
到
着
。

天
正
18
・
7
・
10

（
一
五
九
〇
・
八
・
九
）…

…
…
…
…
…
伊
東
は
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
、
他
の
三
人
と
と
も
に
有
馬
に
お
も
む
い
た
。
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
加
津
佐
に
む
か
っ
た
が
、
伊
東
ら
は
し
ば
ら
く

有
馬
に
滞
在
し
た
。
つ
い
で
四
人
の
青
年
は
、
大
村
に
お
も
む
い
た
。
当
地
に
お
い
て
大
村
喜
前
の
歓
迎
を
う
け
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
。

天
正
18
・
8
・
2

（
一
五
九
〇
・
八
・
三
一
）…

…
…
…
…
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
は
加
津
佐
よ
り
長
崎
へ
も
ど
っ
て
き
た
。

天
正
19
・
1
・
8

（
一
五
九
一
・
三
・
三
）…

…
…
…
…
…
伊
東
は
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
ら
と
と
も
に
聚
楽
弟
に
お
い
て
秀
吉
に
謁
見
し
た
。
こ
の
と
き
秀
吉
か
ら
家
臣
に
な
る
よ
う
い
わ
れ
た
が
、
断
っ

た
。
の
ち
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
ら
と
と
も
に
長
崎
に
帰
っ
た
。

天
正
19
・
6
・
5
…
…
…

（
一
九
五
一
・
七
・
二
五
）…

…
…
…
…
天
草
（
河
内
浦
）
の
修コ

レ
ジ
オ

練
院
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
り
、
他
の
三
人
と
と
も
に
モ
レ
ホ
ン
神
父
に
つ
い
て
自
然
科
学
・
心
理
学
・
神

学
の
学
習
を
開
始
し
た（

49
）。

　
　

文
禄
4
…
…

（
一
五
九
五
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
東
は
、
伊
東
家
十
九
代
飫お

び肥
城
初
代
藩
主
、
祐す

け
た
け兵

に
招
か
れ
、
六
〇
名
以
上
の
家
臣
に
受
洗
し
た（

50
）。

慶
長
3
・
10
…
…
…

（
一
五
九
八
・
一
一
）…

…
…
…
…
…
…
天
草
の
修
練
院
は
長
崎
に
移
転
し
た
。
伊
東
は
他
の
三
人
と
と
も
に
同
地
の
修
練
院
に
入
っ
た
。

慶
長
6
…
…

（
一
六
〇
一
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
東
と
中
浦
は
、
他
の
日
本
人
十
五
名
と
と
も
に
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
、
倫
理
神
学
を
学
ん
だ（

51
）。

　

慶
長
9
…
…

（
一
六
〇
四
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
カ
オ
よ
り
帰
国
。

慶
長
11
…
…

（
一
六
〇
六
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
東
は
長
崎
に
お
い
て
副
助
祭
と
な
り
、
翌
年
助
祭
と
な
っ
た
。
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慶
長
13
・
8
…
…

（
一
六
〇
八
・
九
）…

…
…
…
…
…
…
…
長
崎
の
「
被
昇
天
の
聖
母
」（
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
）
に
お
い
て
、
セ
ル
ケ
イ
ラ
司
教
の
手
に
よ
っ
て
司
祭
に
叙
せ
ら
れ
た（

52
）。

の
ち
、
マ
カ
オ

で
ア
リ
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ル
セ
ナ
と
共
に
あ
っ
た（

53
）。

　

慶
長
16
…
…

（
一
六
一
一
）…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
祐
兵
の
嫡
子
・
祐す

け
の
り慶

（
二
代
藩
主
）
は
、
小
倉
（
細
川
忠
興
の
城
下
町
）
に
い
た
伊
東
を
飫
肥
城
に
招
い
た
。
伊
東
は
五
〇
名
の
家
臣
に

受
洗
し
た
。

慶
長
17
・
10
・
21
…
…
…
…

（
一
六
一
二
・
一
一
・
一
三
）…

…
…
…
長
崎
の
修
練
院
で
病
没
し
た
。
享
年
四
十
三
歳
。

伊
東
満
所
の
亡
骸
は
、
い
っ
た
ん
修
練
院
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
墓
地
ま
た
は
桜
町
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
人
の
墓
は
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四
）
長
崎
奉
行
の
手
で
こ
わ
さ
れ
、
骨
は
海
に
捨
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
が
そ
れ
を
海
か
ら
拾
い
あ
げ
、
か
れ
の
母
親
で
あ
る
町

ま
ち
の
う
え上

夫
人
（
日

向
国
都と

於の

郡
こ
お
り

城
（
現
・
宮
崎
県
西さ

い

都と

市
）
の
城
主
・
伊
東
家
十
六
代
義よ

し
す
け祐

の
四
女
、
伊
東
家
の
支
族

―
伊
東
修
理
亮
祐す

け
は
る春

に
嫁
し
、
満
所
を
生
ん
だ
）
の
も
と
に
届
け

た
。
満
所
の
遺
骨
は
、
母
・
町

ま
ち
の
う
え上

の
遺
言
に
よ
り
い
っ
し
ょ
う
に
葬
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
高
崎
隆
男
「
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
墓
所
に
つ
い
て
」）。

満
所
の
母
・
町
上
の
墓
は
、
宮
崎
県
日に

ち
な
ん南

市
飫お

び肥
の
五
百

神

い

お

し

社
の
裏
手
に
あ
る

―
飫
肥
伊
東
家
の
墓
所
に
あ
る
。
そ
の
墓
碑
に
は

―

ほ
う

月げ
つ

妙
み
ょ
う

匳れ
ん

大
姉

　
寿
光
院
殿

　
寛
永
元
甲き

の
え
ね子

　 

七
月
十
五
日

と
あ
る
。
町
上
夫
人
は
、
陽
暦
の
一
六
二
四
年
八
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
墓
の
す
ぐ
と
な
り
に
板
状
の
墓
碑
（
凝
灰
岩
）
が
あ
る
。
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こ
の
墓
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は

―

　
慶
安
三
年

霞か

や屋
妙
春
禅
定
尼

　
　
　
正
月
十
日

と
い
っ
た
法
名
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
こ
そ
伊
東
満
所
の
墓
で
な
い
か
と
い

う
。し

か
し
、
こ
の
碑
文
に
該
当
す
る
人
物
は
、
伊
東
家
の
系
図
に
も
同
家

の
戒
名
録
に
も
見
当
ら
な
い
と
い
う
。
故
人
（
女
性
）
は
陽
暦
の
一
六
五

〇
年
二
月
一
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
墓
の
主
に
は
、
系
図
や
戒
名
録
に
記
載
を
は
ば
か
る
事
情
が
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
（
高
崎
論
文
）。
こ
の
墓
は
、
町
上
主
人

の
死
よ
り
も
二
十
五
年
後
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
墓
碑
に
刻
ま
れ
た
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
正
月
十
日
と
い
う
日

付
は
、
満
所
の
弟

―
勝
左
衛
門
の
壮
大
な
墓
が
建
て
ら
れ
て
か
ら
八
ヵ

月
後
の
こ
と
と
い
う
。
同
人
の
妻
・
正
光
院
（
満
所
の
い
と
こ
）
や
寿
光

院
（
藩
主
・
三
代
祐す

け
ひ
さ久

の
奥
方

―
満
所
の
い
と
こ
）
ら
は
在
世
中
で
あ

っ
た
。

高
崎
氏
に
よ
る
と
、
勝
左
衛
門
の
墓
石
建
立
が
満
所
の
墓
を
建
て
る
契

機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
し
か
し
、
禁
教
時
代
で
あ
る
た
め
、

霞
屋
妙
春
禅
定
尼

（正面）

17.5cm

約86cm

30.5cm
約13cm

正
月
十
日

慶
安
三
年

天正遣欧少年使節「伊東満所」の偽装墓とかん
がえられているもの。

正面にむかって左の墓石は、伊東満所の母・町上のも
の。右は「伊東満所」の偽装墓と考えられているもの。

（筆者撮影）
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「
禅
定
尼
」
を
町
上
夫
人
の
つ
き
人
と
偽
装
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

禅
定
尼
の
墓
碑
の
戒
名

か
「

屋や

妙
み
ょ
う

春
し
ゅ
ん

禅ぜ
ん

定
じ
ょ
う

尼に

」
の
「

」
の
「
叚
」（

4

は
叚4

と
考
え
る
）
は
、「
假か

り

」
に
通
じ
用
い
る
の
で
、「
霞か

や屋
」
は
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
下
の

「
假か

り
お
く屋

」
の
意
を
寓
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

「
妙
春
」
は
、
町
上
の
戒
名
「

ほ
う

月げ
つ
み
ょ
う
れ
ん
だ
い
し

妙
匳
大
姉
」
の
「
妙
」
に
父
・
祐す

け
は
る青

の
「
青
」
を
付
け
る
と
、「
妙

み
ょ
う

青し
ょ
う」

と
な
る
。
こ
の
「
み
ょ
う
し
ょ
う
」
と
い
う
音
は
、「
満マ

ン

所シ
ョ

」
に
近
い
。
こ
れ
で
は
か
な
り
は
っ
き
り
す
る
の
で
、「
青
」
を
同
義
の
「
春
」
に
置
き
換
え
、「
妙

し
ょ
う

春し
ゅ
ん」

と
偽
装
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
。

つ
ぎ
に
千
々
石
弥
解
瑠
の
墓
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
に
帰
国
後
の
同
人
の
後
半
生
を
略
記
し
て
み
よ
う
。

天
正
18
・
6
・
20
…
…
…
…

（
一
五
九
〇
・
七
・
二
一
）

…
…
…
…
他
の
三
使
と
と
も
に
長
崎
に
到
着
。

天
正
18
・
7
・
10
…
…
…
…

（
一
五
九
〇
・
八
・
九
）

…
…
…
…
千
々
石
は
他
の
三
人
と
と
も
に
有
馬
に
お
も
む
い
た
。
し
ば
ら
く
当
地
に
滞
在
し
た
。
つ
い
で
仲
間
と
と
も
に
大
村
に
お
も
む
き
、
大
村

喜
前
の
歓
迎
を
う
け
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
。

天
正
19
・
1
・
8
…
…
…
…

（
一
九
五
一
・
三
・
三
）

…
…
…
…
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
お
よ
び
他
の
三
人
と
と
も
に
聚
楽
弟
に
お
い
て
秀
吉
に
謁
見
し
た
。

天
正
19
・
6
・
5
…
…
…
…

（
一
五
九
一
・
七
・
二
五
）

…
…
…
…
天
草
（
河
内
浦
）
の
修
練
院
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
り
、
他
の
三
人
と
と
も
に
神
学
の
学
習
を
開
始
し
た
。

慶
長
3
・
10
…
…
…
…
…
…

（
一
五
九
八
・
一
一
）

…
…
…
…
天
草
の
修
練
院
は
長
崎
に
移
転
し
た
。
千
々
石
は
他
の
三
人
と
と
も
に
同
地
の
修
練
院
に
入
っ
た
。

慶
長
6
…
…
…
…
…
…
…
…

（
一
六
〇
一
）

…
…
…
…
伊
東
と
中
浦
は
、
他
の
日
本
人
十
五
名
と
と
も
に
マ
カ
オ
に
渡
っ
た
。
千
々
石
は
そ
の
選
に
も
れ
た
。

　
こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
イ
エ
ズ
ス
会
を
脱
会
し
、
名
を
清
左
衛
門
と
改
め
、
妻
帯
し
た
。
大
村
喜
前
に
食
禄
六
百
石
で
仕
え
た
。

の
ち
長
崎
の
替
地
問
題
（
幕
府
か
ら
長
崎
外
町
と
浦
上
と
の
替
地
を
強
要
さ
れ
た
）
に
端
を
発
し
、
大
村
喜
前
と
不
仲
に
な
り
、
有
馬
領

に
移
っ
た
が
、
そ
こ
も
お
れ
な
く
な
り
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
前
ま
で
に
長
崎
に
逃
亡
し
た
。

慶
長
11
年
…
…
…
…
…
…
…

（
一
六
〇
六
）

…
…
…
…
イ
エ
ズ
ス
会
を
捨
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
か
ら
離
れ
た
。
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慶
長
18
年
…
…
…
…
…
…
…

（
一
六
一
三
）

…
…
…
…
禁
教
令
が
全
国
に
公
布
さ
れ
た
。

慶
長
19
年
…
…
…
…
…
…
…

（
一
六
一
四
）

…
…
…
…
長
崎
の
十
八
あ
る
教
会
が
破
却
さ
れ
た
。

元
和
8
〜
9
…
…
…
…
…
…

（
一
六
二
二
〜
二
三
）

…
…
…
…
棄
教
者
と
し
て
長
崎
で
く
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。

寛
永
9
・
12
・
12
…
…
…
…

（
一
六
三
三
・
一
・
一
九
）

…
…
…
…
妻
の
死
去
。

寛
永
9
・
12
・
14
…
…
…
…

（
一
六
三
三
・
一
・
二
三
）

…
…
…
…
千
々
石
弥
解
瑠
（
清
左
衛
門
）
は
、
伊
木
力
村
（
現
・
長
崎
県
西
彼
杵
郡
多た

ら

み
良
見
町
）
で
死
亡
し
た
。

弥
解
瑠
（
清
左
衛
門
）
に
は
妻
と
の
間
に
四
人
の
子
息
が
あ
っ
た
。

長
男

　
度と

馬ま

之の

助す
け

…
…
…
…
…
…
…
…
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
延
岡
に
転
封
さ
れ
た
有
馬
氏
に
仕
え
、
六
百
石
を
食
ん
だ
。
の
ち
大
村
に
も
ど
り
、
戸
根
村
で
く
ら
し
た
。

次
男

　
三
郎
兵
衛
…
…
…
…
…
…
…
…
早
世
。
没
年
不
明
。

三
男

　
清き

よ
す
け助

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
村
某
の
養
子
と
な
る
。

四
男

　
玄げ

ん

蕃ば

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
村
家
の
家
臣
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
の
長
女
は
、
大
村
藩
城
代
家
老
浅
田
安
昌
に
嫁
し
た
。

注
・
大
石
一
久
の
前
掲
書
（
九
四
頁
）
よ
り
。

大
石
一
久
氏
に
よ
る
と
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
山
川
内
郷
に
あ
る
自
然
石
板い

た

碑び

（
安
山
石
）
が
、
千
々
石
弥
解
瑠
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
の
墓
を
建
て
た
の
は
、
千ち

ぢ

わ
々
石
玄げ

ん
ば
の蕃

允じ
ょ
う（

一
六
〇
六
〜
？
）
で
あ
る
。「
自
性
院
妙
信
」（
女
性
）「
本
住
院
常
安
」（
男
性
）
と
い
っ
た
戒
名
（
法
号
）
は
、
両
親
の
も

の
と
い
う
。
大
石
氏
に
よ
る
と
、
周
囲
の
目
を
は
ば
か
っ
て
、
自
然
石
を
用
い
た
も
の
ら
し
い
。
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（正面）

約1.70m

約1.70m

約1.80m

（裏面）（則面）

妙
法

自
性
院
妙
信

　十
二
日

寛
永
九

壬

　
申

年
十
二
月

本
住
院
常
安

　十
四
日

千
々
石

允

大石一久氏の発見による、天正遣欧少年使節「千々石弥解瑠」の墓石とみられる
もの。
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あ
と
が
き

蔵
本
の
か
な
り
の
部
分
を
大
学
に
寄
贈
し
た
り
、
捨
て
て
処
分
し
た
が
、
ま
だ
す
こ
し
日
本
・
中
国
・
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
の
稀
覯
本
を
も
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
こ
れ
ら
の

本
も
処
分
す
る
と
き
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
数
十
年
前
の
こ
と
だ
が
、
古
書
で
川
添
重
弘
著
『
日
本
最
初
の
洋
行
者

十
三
歳
の
少
年
大
使
　
伊
東
満
所
』（
文
華
堂
書
店
、
昭
和
六
年
五

月
』）
と
題
す
る
、
一
八
六
頁
の
冊
子
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
本
を
広
げ
て
み
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
最
近
何
気
な
く
手
に
と
り
、
そ
の
装
幀
を
愛
で

て
い
る
う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
想
念
が
心
に
う
か
び
、
ロ
ー
マ
を
見
た
日
本
青
年
に
つ
い
て
何
か
短
い
も
の
を
書
き
た
い
気
に
な
っ
た
。

わ
た
し
は
近
年
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺
蹟
に
興
味
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
に
未
熟
な
小
論
を
い
く
つ
か
発
表
し
て
き
た
。
こ
と
に
天
正
の
遣
欧
使
節
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
の
四

名
の
動
向

―
と
く
に
そ
の
末
路
に
す
く
な
か
ら
ぬ
関
心
が
あ
り
い
ま
に
至
っ
て
い
る
。
筆
の
す
さ
び
に
、
こ
の
小
論
を
書
く
大
き
な
は
ず
み
を
与
え
た
好
書
は
、
結
城
了

悟
神
父
（
一
九
二
二
〜
二
〇
〇
八
、
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
。
デ
ィ
エ
ゴ
・
パ
チ
ェ
コ
が
本
名
。
日
本
に
帰
化
し
た
）
の
『
天
正
少
年
使
節

―
史
料
と
研
究
』（
純
心
女
子
短

正面の屋根の付いた石碑が「千々石弥解瑠」の墓石とみられるもの。

「千々石弥解瑠」の墓石とみられるもの。（筆者撮影）
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期
大
学
、
長
崎
地
方
文
化
史
研
究
所
、
平
成
五
年
二
月
）
と
衝
撃
的
な
表
題
の
つ
い
だ
最
近
の
研
究

―
大
石
一
久
氏
の
『
千
々
石
ミ
ゲ
ル
の
墓
石
発
見
』（
長
崎
文
献
社
、

平
成
十
七
年
四
月
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
国
内
外
の
諸
書
、
論
文
等
に
導
か
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
離
れ
、
俗
人
に
か
え
っ
た
千
々
石
見
解
瑠
と
い
う
人
物
を
中
心
に
描
く
こ

と
に
し
、
そ
の
な
れ
の
は
て
に
つ
い
て
記
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
存
の
千
々
石
弥
解
瑠
研
究
に
何
か
新
し
い
も
の
を
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
問
わ
れ
る
と
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
気
の
む
く
ま
ま
、
筆
に

ま
か
せ
て
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
受
け
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
稿
を
平
成
二
十
年
十
一
月
十
七
日
に
帰
天
し
た
結
城
了
悟
神
父
（「
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
」
館
長
）
に
献
げ
た
い
。
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